
第2章では、秋田市全体や中心市街地に関する各種統計データ、令和4年4月に市民
ニーズの把握のために実施したアンケート調査、第2期計画で設定した目標指標の達成
状況の3つの視点から、中心市街地の現況について検証します。

■ 近年、中心市街地における観光入込客数は、ほぼ横ばいの傾向でした。
■ 令和2～3年の観光入込客数は新型コロナウイルス感染拡大の影響により大幅に減少しました。

観 光

■ 中心市 街 地には 約 12 .8 ha の 低 未 利 用地が
存 在しています。

■ そのうち、隣接地と合わせて、おおむね1,000㎡
以 上となる大 規 模 低 未 利 用 地 は 約 6 . 8 h aと
なっています。

■ 駅前商業地の一部地点の地価が、令和元年に27年ぶりに上昇に転じました。

土 地

資料：「令和3年秋田県観光統計」（秋田県観光文化スポーツ部観光戦略課）
※平成23年以降の観光地点等入込客数調査については、調査対象地点を平成23年から観光庁による

共通基準に基づく区分に変更したため、平成22年以前のデータとは単純に比較できない。
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中心市街地における主な施設・行事別観光入込客数（①） 中心市街地外における主な施設・行事別観光入込客数（②）
秋田市観光入込客数（③） ①/③

■ 秋田市全体の人口は減少傾向にあるものの、中心市街地の人口はマンション建設などにより増加
傾向にあります。

■ 一方で、高齢化率は秋田市全体の傾向と同様に増加傾向にあります。

資料：「国勢調査」「秋田市年齢別・地区別人口」 ※中心市街地人口：小字ごとの面積比を乗じて算出
中心市街地（18字）：手形字西谷地、東通仲町、中通七丁目、千秋城下町、千秋久保田町、中通二丁目、中通四丁目、千秋公園、千秋矢留町、千秋明徳町、
　　　　　　　　　中通一丁目、中通三丁目、保戸野通町、大町一丁目、大町二丁目、大町三丁目、大町四丁目、大町五丁目

人口動向

■ 中心市街地に空き店舗が
継続的に発生しています。

商業動向

中心市街地の現況
Chapter
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統計データから見た整理

資料：「国土交通省地価公示・都道府県地価調査」（国土交通省）
※毎年1月公表

資料：秋田市都市総務課
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資料：秋田市商工貿易振興課
空き店舗の定義：
　各商店街振興組合等の区域において、建物の１階部
   分が空いていて、事業者を募集している物件
※各商店街振興組合等：駅前広小路商店街振興組合、

広小路商店街振興組合、旧中央通商店街振興組合、
大町商店街振興組合通町商店街振興組合、仲小路
振興会

※令和４年調査においては、データ収集方法が変更と
なったため、旧中央通商店街振興組合について計測
していない。
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■ 中心市街地への来訪頻度は「月に1～2回」「上記
未満/ほとんど行かない」といった低頻度が約
69％を占めています。

■ 今後の中心市街地活性化の方向性として「周辺
からの交通利便性を高める」「集客力のある施設
整備等来訪者を増やす」「商店街の店舗数を
増やす」といった項目を回答した人が多くなっ
ています。

市民アンケート調査

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

7.2 %
4.9 %

9.9 % 31.3 % 37.2 % 9.5 %

約69 %

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

2．商店街の店舗数を増やし、
商業機能を高める

3．大規模小売店舗を誘致し、
商業機能を高める

5．集客力のある施設を整備し、催し物等を
充実させて来街者を増やす

6．芸術・文化資源を活かし、街の魅力を
向上させて来街者を増やす

7．既存の観光資源を活かして、
国内外からの観光客を増やす

8．医療、健康、子育て等、中心市街地内に
住む人に必要な機能を充実させる

9．駐車場の整備、公共交通機関の整備等に
より、周辺からの交通利便性を高める

10．歩道・歩行者環境を整備し、
回遊しやすいまちづくりを行う

11．天候を気にせず街歩きを
できるようにする

12．その他

13．特にない

1．中心市街地内で住宅建設を
誘導し、人口を増やす

4．中心市街地内に事業所を
誘致し、働く人を増やす

■ 今後の中心市街地活性化の
方向性として「店舗数を増や
し商業機能を高める」「中心
市街地内に事業所を誘致し
働く人を増やす」といった項
目を回答した人が多くなって
います。

商店主アンケート調査

0 % 10 % 20 % 30 % 40 % 50 %

1．中心市街地内で住宅建設を誘導し、
人口を増やす

3．大規模小売店舗を誘致し、商業機能を高める

4．中心市街地内に事業所を誘致し、
働く人を増やす

5．集客力のある施設を整備し、催し物等を
充実させて来街者を増やす

6．芸術・文化資源を活かし、街の魅力を
向上させて来街者を増やす

7．既存の観光資源を活かして、
国内外からの観光客を増やす

8．医療、健康、子育て等、中心市街地内に
住む人に必要な機能を充実させる

9．駐車場・駐輪場の整備、公共交通機関の整備等
により、周辺からの交通利便性を高める

10．歩道・歩行者環境を整備し、回遊しやすい
まちづくりを行う

11．天候を気にせず街歩きをできるようにする

12．その他

無回答

■ 居住者の周辺環境への満足度は「満足」
 「まあまあ満足」を合わせて約85％と高い

満足度を示しています。
■ 今後のまちづくりの方向として「大規模

小売店舗を誘致し、商業機能を高める」、
「商店街の店舗数を増やし、商業機能を
高める」、「歩道・歩行者環境を整備し、
回遊しやすいまちづくりを行う」がふさわ
しいといった意見が多くなっています。

■ 低 未利用地の今後の活用
方針として「当分現状のまま
にしておきたい」が約85％
を占めています。

■「現在と違う形で有効活用
を図りたい」といった意見も
少数見られました。

■ 中心市街地に対して、
平日・休日ともに70％
以上の来訪者が「もっと
活性化してほしい」と
更なる活性化を求めて
います。

居住者アンケート調査

低未利用地アンケート調査

街頭ヒアリング調査

39.7 % 45.1 % 11.2 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

約85 %

3.1 % 0.9 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1. もっと活性化してほしい 2. 今のままで良い 3. 郊外に目を向けるべき 無回答

84.6 % 7.7 % 7.7 %

0 % 20 % 40 % 60 % 80 % 100 %

1. 当分現状のままにしておきたい 2. すでに開発を行う具体的な計画がある
3. 計画はないが、現在と違う形での土地の有効活用を図りたい 4. 条件があえば土地を売却したい
5. 条件があえば土地を賃貸したい 6. すでに売却手続きを進めている
7. その他

資料：市民アンケート調査結果（令和4年4月）

資料：商店主アンケート調査結果（令和4年4月）

資料：居住者アンケート調査結果（令和4年4月）

資料：低未利用地アンケート調査結果（令和4年4月）

資料：街頭ヒアリング調査結果（平日：令和4年4月11日(月)、休日：令和4年4月10日(日)）

市民ニーズから見た整理

1．中心市街地内で住宅建設を
誘導し、人口を増やす

2．商店街の店舗数を増やし、
商業機能を高める

3．大規模小売店舗を誘致し、
商業機能を高める

4．中心市街地内に事業所を誘致し、
働く人を増やす

5．集客力のある施設を整備し、
催し物等を充実させて来街者を増やす

6．芸術・文化資源を活かし、街の魅力を
向上させて来街者を増やす

7．既存の観光資源を活かして、
国内外からの観光客を増やす

8．医療、健康、子育て等、中心市街地内に
住む人に必要な機能を充実させる

9．駐車場の整備、公共交通機関の整備等
により、周辺からの交通利便性を高める

10．歩道・歩行者環境を整備し、
回遊しやすいまちづくりを行う

11．天候を気にせず街歩きを
できるようにする

12．その他

無回答

0 % 20 %10 % 40 % 50 %30 %
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（１）第2期計画の概要

基本方針 目標 目標指標 基準値 目標値

3
店舗を主とした

事業所の立地促進
と市民活動の推進

2
快適な居住環境の
形成と既存ストック

の有効活用

1
多様な人々が行き
交い、新しい文化
を育む舞台の形成

市内外から来訪
する多くの交流
人口が行き交う
まち

愛着と誇りを持
って多くの市民
が暮らすまち

新たな市民文化
を育む多世代が
交流する活力あ
るまち

歩行者･自転車通行量
（平日･休日の平均）

32,484 人

（H28）
35,000 人

（R3）

20,196 件

（H27）
20,800 件

（R3）

966 人/日

（H27）
1,530 人/日

（R3）

26 人

（ H24～H28 ）の累計

240 人

（ H29～R3 ）の累計

34 件

（ H23～H27 ）の累計

50 件

（ H29～R3 ）の累計

中心市街地における
人口の社会増加数

商業集積促進
関連制度利用件数

市民活動等施設
利用件数

芸術文化施設利用者数

平成29年4月～令和4年3月 約115ha

第 2 期計画で掲載した66事業のうち、65事業が計画期間内に実施され、1事業が
未実施となっています。

（２）第2期計画の事業の進捗状況

実施事業 65 事業 支援制度

1 
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

13

14

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

消融雪施設整備事業

市道千秋明徳町１号線無電柱化事業

都市計画道路事業千秋久保田町線

秋田駅西北地区土地区画整理事業

秋田ノーザンゲートスクエア整備事業

千秋公園整備事業

秋田駅前北第一地区市街地再開発事業

コミュニティサイクル導入調査事業

あきた芸術劇場整備事業（県・市連携文化施設整備事業）

秋田市文化創造館整備事業

ノーザンステーションゲート秋田プロジェクト

秋田版CCRC事業（中通二丁目地区優良建築物等整備事業）

まちなか居住推進事業（空き家定住推進事業）

住宅リフォーム支援事業

文化創造プロジェクト推進経費

官民連携秋田駅周辺活性化事業

なかいちウィンターパーク

アキタミュージックフェスティバル（AkitaMusicFestival）

千秋公園桜まつり・つつじまつり

中心市街地出店促進融資あっせん制度

中心市街地商業集積促進補助制度

中心市街地まちづくりイベント支援事業

ギュギュっとあきた週末イベントリレー開催経費

これが秋田だ！食と芸能大祭典事業

大型コンベンションおもてなし推進事業

観光客等受入促進事業

秋田竿燈まつり

「美術館の街」活性化事業

ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」魅力発信事業

秋田犬ふれあい事業

アジアトライ千秋芸術祭

羽州街道歴史観光推進事業 

防災・安全交付金（道路事業）

防災・安全交付金（道路事業）

防災・安全交付金（道路事業）

社会資本整備総合交付金（道路事業）

社会資本整備総合交付金（優良建築物等整備事業）

防災・安全交付金（都市公園・緑地等事業）

社会資本整備総合交付金（暮らし・にぎわい再生事業）

社会資本整備総合交付金（暮らし・にぎわい再生事業）

中心市街地共同住宅供給事業

社会資本整備総合交付金
（地域住宅計画に基づく事業（地域住宅政策推進事業））

防災・安全交付金
（住宅・建築物安全ストック形成事業と一体の効果促進事業）

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

本市では、平成29年3月に秋田市中心市街地活性化基本計画（第2 期計画）の内閣総理
大臣の認定を受け、中心市街地の総合的活性化に取り組んできました。

第２期計画の目標指標の達成状況から見た整理



１）目標指標の達成状況

第2期計画では、3つの活性化の目標と5つの目標指標を掲げており、最終フォロー
アップにおける目標指標の達成状況は下表のとおりとなっています。

（３）第2期計画の目標ごとの評価

目標 目標指標 基準値 目標値 達成
状況

期末値

（数値） （年月）

達成率
（期末値／目標値）

歩行者･自転車
通行量（平日･
休日の平均）

芸術文化施設
利用者数

（１日あたり）

中心市街地に
おける人口の
社会増加数
（累計）

商業集積促進
関連制度利用
件数（累計）

市民活動等
施設利用件数

○達成 、△未達成（改善）、×未達成

32,484 人

（H28） 20,539 人 59 ％ ×

×

△

〇

×

19 ％

11 ％

362 ％

82％

R3.7

R4.3

R3.10

R4.3

R4.3

35,000 人

（R3）

20,196 件

（H27）
20,800 件

（R3） 17,082 件

966 人/日

（H27）
1,530 人/日

（R3） 290 人/日

26 人

（ H24～H28 ）の累計

240 人

（ H29～R3 ）の累計

27 人

（ H29～R3 ）の累計

34 件

（ H23～H27 ）の累計

50 件

（ H29～R3 ）の累計

181 件

（ H29～R3 ）の累計

　「商業集積促進関連制度利用件数」は目標値を達成

　「中心市街地における人口の社会増加数」は目標値には達していない
ものの増加傾向

　「歩行者・自転車通行量」、「芸術文化施設利用者数」、「市民活動等
施設利用件数」は目標値未達（新型コロナウイルス感染拡大が影響）

実施事業 65 事業 支援制度

33
34

35

36

37

38

39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62

63

64
65

中心市街地魅力アップ事業

あきたピアノフェスティバル

旧県立美術館活用事業

川反通りサイン・アーチ設置事業

広小路インバウンド対策事業

秋田市民市場活性化事業（再形成事業）

チャレンジオフィスあきた運営事業

なかこうじ街中ハロウィンフェスタ

店舗魅力向上推進事業

なかいち芸術文化施設連携事業

ウェルカムミュージック事業

小売業等チャレンジ支援事業

商工業振興奨励措置事業

市民協働・市民活動支援事業

アルヴェきらめきパフォーマー事業

あきた光のファンタジー

ヤートセ秋田祭

ふるさと駅前カーニバル＆エキマエキャンドルアート

仲小路仲の日

通町通の市

招福狐の行列

通町草市

星辻神社だるま祭り

大町トワイライトリレーコンサート

商店街スゴロク

アキタ・バール街

川反サンバカーニバル

川反外町街なかインバウンド促進事業

たまご遊園地夏祭り

大型商業施設のリニューアル

秋田拠点センターアルヴェローカル
5G基地局整備経費負担金

中心市街地循環バス運行事業

高齢者コインバス事業

中心市街地活性化ソフト事業

中心市街地活性化ソフト事業

社会資本整備総合交付金
（暮らし・にぎわい再生事業と一体の効果促進事業）

地域・まちなか商業活性化支援事業
（地域商業自立促進事業）

商店街・まちなかインバウンド促進支援事業
（商店街インバウンド促進支援事業）

地域・まちなか商業活性化支援事業
（地域商業自立促進事業）

地方創生拠点整備交付金・地方創生推進交付金

Ｇｏ Ｔｏ商店街

中心市街地活性化ソフト事業

未実施 １事業

66 旧秋田魁新報社跡地への商業施設の整備



新型コロナウイルス感染拡大の影響により、歩行者・自転車通行量が減少した。

歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）の期末値は、基準値より大幅に減少
しているが、その1つの要因として、新型コロナウイルス感染拡大の影響により
外出機会が減少したことが考えられます。

コロナ以前の平成 29 年度から令和元年度にかけては増加傾向にあったため、
感染が収束することで、第2期計画で整備されたあきた芸術劇場ミルハスや秋田市
文化創造館が本来の事業効果を発現し、歩行者自転車通行量は増加するものと
考えられます。

２）各目標指標の達成状況の分析

 ※各年７月後半の休日およびその直後の平日において計測。調査時間 10:00～19:00

目標指標 基準値
(a) (H28)

目標値
(b) (R3)

期末値
(c ) (R3)

達成率
(c/b)

増加率
( (c-a)/a)

歩行者･自転車通行量
（平日･休日の平均） 32,484 人 35,000 人 20,539 人 59 ％ -37 ％

32,484 
29,695 29,721 30,664 

25,140 

20,539 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H28
（認定前）（認定前）

H29 H30 R1 R2 R3 目標値

（人）

年度 歩行者・
自転車通行量

32,484
（基準値）

35,000
（目標値）

29,695

29,721

30,664

25,140

20,539

H28

H29

H30

R1

R2

R3

R3

※上位３箇所を赤字で、下位３箇所を青字で表示

各地点の歩行者・自転車通行量に数値の開きがあり、中心市街地全体の回遊性が
低い。

地点別内訳表を見ると、期末値で比較的通行量が多いのは「フォンテ北」6,326人、
「ぽぽろーど東口」6,122人、「アトリオン南」2,614人、比較的少ないのが、「ヤマハ秋田
店前」548人、「キャッスルホテル南」407人、「大町公園橋」128人となっています。

秋田駅周辺から仲小路にかけて通行量が集中し、中心市街地全体の回遊性が低い
傾向にあり、駅利用者が駅に近い範囲で留まっていることが考えられます。

資料：秋田市都市総務課

資料：秋田市都市総務課

平成28年度
(計画前年度)

平成29年度
(１年目)

平成30年度
(２年目)

令和元年度
(３年目)

令和２年度
(４年目)

令和３年度
(５年目)

1  ぽぽろーど東口 10,056 10,491 9,127 9,507 7,275 6,122

2  フォンテ北 9,635 8,325 8,574 8,398 7,838 6,326

3  アトリオン北 1,446 1,098 1,247 1,375 898 809

4  アトリオン南 4,123 3,096 4,132 4,863 3,149 2,614

5  市民市場西 1,575 1,303 1,340 1,304 1,561 984

6  メガネの玉屋前 759 613 689 668 616 663

7  ヤマハ秋田店前 913 705 679 659 634 548

8  キャッスルホテル南 978 888 964 976 590 407

9  木内北 1,407 1,499 1,437 1,455 1,298 1,115

10 山下金物店前 1,286 1,451 1,248 1,196 1,118 824

11 大町公園橋 307 228 286 265 164 128

合計 32,484 29,695 29,721 30,664 25,140 20,539

（人）

歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）
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利用者数

資料：秋田市立千秋美術館、秋田市立佐竹史料館、秋田市都市総務課

813,197 
859,345 

880,526 
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資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」

目標指標 基準値
(a) (H27)

966 人/日966 人/日
芸術文化施設利用者数

（１日あたり）
芸術文化施設利用者数

（１日あたり）
1,530 人/日1,530 人/日 290 人/日290 人/日 19 ％19 ％ -70 ％-70 ％

目標値
(b) (R3)

期末値
(c ) (R3)

達成率
(c/b)

増加率
( (c-a)/a)

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、芸術文化施設利用者数が減少した。

新型コロナウイルス感染拡大等により、あきた芸術劇場ミルハスの工期に遅れが
生じ、計画期間内の開館とならなかったことから、第2期計画策定時に見込んでい
たあきた芸術劇場ミルハスの整備による増加を期末値に反映することができなかっ
たため、達成率が低いものとなっています。

また、県立美術館、佐竹史料館、千秋美術館についても、新型コロナウイルス感染
拡大による外出機会の減少により、いずれも期末値が基準値に届きませんでした。

新型コロナウイルス感染拡大が収束することで、令和 4年6月にオープンした
あきた芸術劇場ミルハスなど第2期計画に位置づけた各種取組が本来の事業効果
を発現し、佐竹史料館の建て替え、千秋美術館の改修などとの相乗効果で、芸術
文化施設利用者数は改善すると推定されます。

新型コロナウイルス感染拡大が収束することにより訪日外国人による観光需要が
回復することが期待される。

秋田市内の延べ宿泊者数（従業員10人以上の宿泊施設）を見ると、秋田市内の
宿泊者のうち外国人数は、令和2年は新型コロナウイルス感染拡大の影響により対
前年比18％と大幅に落ち込み、令和 3 年も減少しました。しかし、新型コロナウイ
ルス感染拡大以前の平成26年から令和元年まで一貫して増加傾向にありました。
そのため、新型コロナウイルス感染拡大収束後は、千秋公園の四季の移ろいを感じ
られる遊歩道や秋田市まちなか観光案内所を拠点とした城下町でのまちあるき
観光を中心に、訪日外国人による観光需要が回復することが期待されます。

芸術文化施設利用者数（１日あたり）



指標／区域 平成28年度 令和 3 年度 増加率

人口シェア

人口

中心市街地

全市

4,083 人4,083 人 4,256 人4,256 人 ＋ 4.2 ％＋ 4.2 ％

313,668 人313,668 人 305,586 人305,586 人 ▲ 2.6 ％▲ 2.6 ％

1.30 ％1.30 ％ 1.39 ％1.39 ％ ＋ 0.09 ポイント＋ 0.09 ポイント

資料：「国勢調査」「秋田市年齢別・地区別人口」 ※中心市街地人口：小字ごとの面積比を乗じて算出

目標指標
基準値
(a) (H24~
H28の累計)

目標値
(b) (H29~
R3の累計)

期末値
(c ) (H29~
R3の累計)

達成率
(c/b)

増加率
( (c-a)/a)

26 人26 人 240 人240 人 27 人27 人 11 ％11 ％ 4 ％4 ％
中心市街地における

人口の社会増加数（累計）
中心市街地における

人口の社会増加数（累計）

新規建設マンションへの転入により、中心市街地の人口シェアは増加傾向にある。

平成28年度から令和3年度にかけて、全市の人口が8,082人減少する中、中心市
街地では173人増加し、人口シェアも増加しています。

その要因は、秋田駅東口の学生マンションや中通二丁目地区優良建築物等整備
事業で整備された秋田版CCRC拠点施設「クロッセ秋田」など、マンション建設に
伴う中心市街地人口の社会増によるところが大きいと考えられます。また、今後も
中心市街地に複数の民間マンションが完成する予定であり、中心市街地の人口
シェアは更に増加するものと予測されます。

中心市街地における人口の社会増加数

快適で便利なまちなか居住を支える生活利便施設が不足している。

マンション建設に伴い中心市街地の人口は増加しているものの、一方で転出人口
も多く見られ、第2期計画では目標値を達成することができませんでした。

令和4年4月に実施した居住者アンケート調査によると、「周辺環境への満足度」
は高いものの、「不満な点」として、「日常の買物の利便性」や「まわりの道路の
狭さ・一方通行」が挙げられています。また、「生活の場として欲しい機能」では、

「冬でも安全に歩ける融雪歩道等」や「日常的な買い物に対応した商業施設」が
上位に挙げられています。

さらに、「中心市街地に不足している専門店」は「電気店」、「食料品店」、「家具・
インテリア販売店」となっています。

以上のことから、第 2 期計画に引き続き、定住化の促進等に向けて生活利便
施設の更なる充実が望まれています。

資料：秋田市建築指導課（令和4年4月現在）



商業集積促進関連制度利用件数（累計）

目標指標
基準値

(a)
(H23~H27の累計)

目標値
(b)

(H29~R3の累計)

期末値
(c )

(H29~R3の累計)

達成率
(c/b)

増加率
( (c-a)/a)

34 件34 件 50 件50 件 181 件181 件 362 ％362 ％ 432 ％432 ％

商業集積促進
関連制度利用件数

（累計）

商業集積促進
関連制度利用件数

（累計）

中心市街地商業集積促進事業
補助制度利用件数 23

7

0

4

中心市街地出店促進融資
あっせん制度利用件数

小売業等チャレンジ支援事業
利用件数

商工業振興奨励措置事業
利用件数

令和 3 年度事業名称

中心市街地商業集積促進事業補助制度を中心に想定以上の利用件数がある。

令和3年度事業件数内訳を見ると、中心市街地に関連する利用件数34件のうち
約7割の23件を中心市街地商業集積促進事業補助制度が占めています。同制度は
空き店舗等への出店にかかる改装費、宣伝広告費および賃借料の一部を補助する
ことで、新規出店を促し、中心市街地の活性化を図るものであり、第2期計画に
基づく各種事業の完了を見据えた出店意欲の高まりや不動産業者等への制度周知
が進んだことが、目標値を大幅に上回った要因として考えられます。

中心市街地内外問わず市内店舗の満足度が低下している。

令和4年4月に実施した市民アンケート調査による「中心市街地以外の大型小売店
やショッピングセンターの評価」は、平成28年2月に実施した市民アンケート調査の
結果と比較して、低下しています。また、「中心市街地の店舗の評価」は、平成28年
2月の調査と比較して、「中心市街地以外の大型小売店やショッピングセンターの
評価」の落ち込み具合よりも緩やかではあるものの低下しており、各項目は中心市
街地以外の店舗と比べ低い傾向にあります。

要因としては、新型コロナウイルス感染拡大が拍車をかけた、インターネットショッ
ピングの普及などにより、実店舗の満足度が相対的に低下したことが考えられます。

資料：市民アンケート調査結果（今回：令和4年4月実施、前回：平成28年2月実施） ※各回答割合に満足度別の配点（ポイント）を乗じて算出

1.店の種類の多様さについて
（前回調査）

2.商品の品ぞろえについて
（前回調査）

3.価格の安さについて
（前回調査）

4.食料品の品質・鮮度について
（前回調査）

5.接客サービスについて
（前回調査）

6.アフターサービスについて
（前回調査・アフターケアについて）

7.専門店としての知識について
（前回調査・専門店としての

商品知識について）

8.店舗の外観について
（前回調査・街並みの

美しさについて）

9.営業時間について
（前回調査）

10.電車・バス等の
利用しやすさについて

（前回調査）

11.駐車場の利用しやすさについて
（前回調査）

12.雨の日、冬季の
買い物のしやすさについて

（前回調査）

13.商店前の道路の
歩きやすさについて

（前回調査）

14.買い物以外の楽しみについて
（前回調査）

15.中心市街地の店舗を全体的に見て
（前回調査）

9.営業時間について
（新項目・前回調査なし）

10.電車・バス等の
利用しやすさについて
（新項目・前回調査なし）

11.駐車場の利用しやすさについて
（新項目・前回調査なし）

13.商店前の道路の
歩きやすさについて

（新項目・前回調査なし）

1.店の種類の多様さについて
（前回調査）

2.商品の品ぞろえについて
（前回調査）

3.価格の安さについて
（前回調査）

4.食料品の品質・鮮度について
（前回調査）

5.接客サービスについて
（前回調査）

6.アフターサービスについて
（前回調査・アフターケアについて）

7.専門店としての知識について
（前回調査・専門店としての

商品知識について）

8.店舗の外観について
（前回調査・街並みの

美しさについて）

12.雨の日、冬季の
買い物のしやすさについて

（前回調査）

14.買い物以外の楽しみについて
（前回調査）

15.郊外型の店舗を全体的に見て
（前回調査）

資料：秋田市商工貿易振興課、企業立地雇用課

■ 平成28年2月調査結果　　■ 令和4年4月調査結果



新型コロナウイルス感 染 拡 大による外出機 会 減少の影 響により、市民活 動
等施設利用件数が減少した。

市民活動等施設利用件数の期末値は17,082件であり、基準値より大幅に減

少していますが、その要因は、新型コロナウイルス感染拡大の影響による外出

機会の減少により市民活動が減少したことが考えられます。

秋田市文化創造館の利用件数は目標値を大きく上回った。

秋田市文化創造館は、目標値を類似施設の利用実績から524件と設定してい

ましたが、期末値では1, 514件となっており、利用件数は目標を大きく上回りま

した。市民が利用しやすい立地であることに加え、様々なイベントやプロジェクト

を開催したことが成功の要因と考えられます。新型コロナウイルス感染拡大の

中での目標値を上回る結果であるため、感染が収束することで、更なる増加が

期待されます。

市民活動等施設利用件数

目標指標 基準値
(a) (H27)

目標値
(b) (R3)

期末値
(c ) (R3)

達成率
(c/b)

増加率
( (c-a)/a)

市民活動等施設
利用件数

20,196 件/年 20,800 件/年 17,082 件/年 82 ％ -15 ％

平成29年度
(１年目)

平成28年度
(計画前年度)

平成27年度
(基準値)

平成30年度
(２年目)

令和元年度
(３年目)

令和２年度
(４年目)

令和３年度
(５年目) 目標値

1 にぎわい交流館AU

2 市民交流プラザ

3 市民交流サロン

4 秋田市文化創造館

13,620 14,096 14,230 13,518 12,993 10,601 11,173 13,620

5,991 6,339 6,586 6,404 5,970 3,413 3,831 5,991

585 520 637 611 497 511 564 700

0 0 0 0 0 14 1,514 524

20,196 20,955 21,453 20,533 19,460 14,539 17,082 20,800

（件/年）

資料：秋田市観光振興課、秋田市民交流プラザ管理室、中央市民サービスセンター、秋田市文化振興課



第2期計画の目標指標の達成状況のとりまとめ

事業の進捗状況
第2期計画に掲載した66事業のうち、

65事業を実施、1事業が未実施であり、
おおむね計画どおりに進捗した。

評価指標の達成状況
「中心市街地における人口の社会増加数」、「商業集積促進関連制度利用件数」、

の目標指標は基準値より改善したが、「歩行者・自転車通行量（平日・休日の平均）」、
「芸術文化施設利用者数」、「市民活動等施設利用件数」は新型コロナウイルス感染
拡大の影響を受け、基準値より減少した。

総括
第 2 期計画に位置づけられた各種取組により中心市街地において活性化の兆しは

みられるものの、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受けた目標指標の達成状況
を考慮すると、今後も継続して活性化に取り組んでいく必要がある。

○達成 、△未達成（改善）、×未達成

目標ごとの評価

新型コロナウイルス感染拡大の影響等で通行量、芸術文化施設利用者数
が減少した。来街者の回遊性が低い。秋田市内の宿泊者のうち外国人数も
落ち込んだ。

マンションへの転入等により、定住人口は増加傾向にあるが、快適で
便利なまちなか居住を支える生活利便施設が不足している。

中心市街地商業集積促進補助制度を中心に、活性化に必要な制度の認知
が進んでいるが、店舗の魅力や市民活動等施設利用件数に課題が残る。

市内外から来訪する
多くの交流人口が行き交うまち

愛着と誇りを持って
多くの市民が暮らすまち

新たな市民文化を育む
多世代が交流する活力あるまち

活性化の目標

中心市街地に関する各種統計データから見た整理、市民ニーズから見た整理、第2期
計画の目標指標の達成状況から見た整理の3つの視点から、中心市街地の現況をまとめ、
にぎわい、人々の居住、事業者・市民活動に着目し再整理しました。

に
ぎ
わ
い
︑
人
々
の
居
住
︑
事
業
者
・
市
民
活
動
に
着
目
し
再
整
理

・秋田市全体の人口は減少傾向にあるものの、中心市街地の
人口は増加傾向にある。

・空き店舗が継続的に発生している。

・中心市街地の観光入込客数は新型コロナウイルス感染拡大の
影響により大幅に減少している。

・中心市街地には依然として大規模低未利用地が存在している。

・駅前商業地の地価が令和元年に27年ぶりに上昇に転じた。

歩行者・自転車通行量（未達成）

・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、歩行者・自転車
通行量が減少した。

・各地点で歩行者・自転車通行量に数値の開きがあり、中心市
街地全体の回遊性が低い。

芸術文化施設利用者数（未達成）

・新型コロナウイルス感染拡大の影響、芸術文化施設利用者数
が減少した。

・新型コロナウイルス感染拡大が収束することにより訪日外国
人による観光需要が回復することが期待される。

中心市街地における人口の社会増加数（未達成（基準値より改善））

・新規建設マンションへの転入により、中心市街地の人口シェ
アは増加傾向にある。

・快適で便利なまちなか居住を支える生活利便施設が不足して
いる。

商業集積促進関連制度利用件数（達成）

・中心市街地商業集積促進事業補助制度を中心に想定以上の
利用件数がある。

・中心市街地内外を問わず市内店舗の満足度が低下している。
市民活動等施設利用件数（未達成）

・新型コロナウイルス感染拡大による外出機会減少の影響に
より、市民活動等施設利用件数が減少した。

・秋田市文化創造館の利用件数は目標値を大きく上回った。

・まちのにぎわいが新型
コロナウイルス感染拡大
の影響を受け低下して
いる。

・第1期、第2期計画を通
して、にぎわい創出に
寄与する各種施設が整
備されてきている。

・中心市街地全体の回遊
性が低い。

・交通利便性の向上が求
められている。

・民間マンションの建設
により居住人口は増加
傾向にある。

・居住者は、日常的な買物
に対応した商業施設や
安全、快適で便利な居
住環境の整備を望んで
いる。

・中心市街地内外問わず、
店舗の満足度が低下して
いる。

・継続的に空き店舗が発生
し、大規模な空き地・空き
ビルが存在している。

・市民活動の活発化への
基盤が形成されてきて
いる。

・来訪頻度は「月に1～2回」「上記未満／ほとんど行かない」と
いった低頻度が約7割ほどを占めている。

・市民からは今後の中心市街地活性化の方向性として、「周辺
からの交通利便性」「集客力のある施設整備」「商店街の店
舗数を増やす」などの項目が上位に挙げられた。

・商店主からは今後の中心市街地活性化の方向性として、「商
店街の店舗数を増やす」「中心市街地に事業所を誘致」など
の項目が上位に挙げられた。

・居住者の周辺環境の満足度は「満足」「まあまあ満足」合わ
せて約85％と高い満足度を示していた。

・低未利用地所有者の活用方針として「当分現状のままにして
おきたい」が約85％を占めていた。

・平日、休日どちらも70％以上の中心市街地来訪者が更なる
活性化を求めている。

評価指標と
目標値・実績値

達成
状況

×

×

△

〇

×

歩行者・自転車通行量
（平日・休日の平均）

35,000 人 20,539 人

芸術文化施設利用者数
（一日あたり）

1,530 人 290 人

中心市街地における
人口の社会増加数（累計）

240 人 27 人

商業集積促進関連制度
利用件数（累計）

50 件 181 件

市民活動等施設利用件数

20,800 件 17,082 件
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